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わたしの研究

みなさんは高強度の運動を行った後に頭痛や頭が

クラクラして動けなかったり、気持ち悪くなったり

した経験はあるでしょうか。例えば、駅伝などを 

見てみると、走った直後に倒れてる選手が多く見ら

れますよね。時には失神している人もいます。この

ような失神等は脳の血流量が低下し、酸素供給が 

一時的に制限されることが原因の一つであるとされ

ています。では、なぜそのようなことが起こるので

しょうか。

一つに、動脈血圧の低下があります。実は、高強

度運動後や長時間の持久的運動後には運動前の安静

時よりも動脈血圧が低下してしまうことがあり、 

これを運動後低血圧といいます。私は現在、この 

運動後低血圧がなぜ生じるかというメカニズムを 

呼吸との関連から研究しています。体育・スポーツ

現場において、安全な運動実施に貢献できる知見を

得られるよう、今後も研究成果を出していけるよう

頑張っていきたいです。

また、現職の大学に着任してからは研究設備が 

限られていることもあり、サプリメント (カフェイ

ン・重炭酸ナトリウムなど) が運動パフォーマンス

に及ぼす影響についても研究を始めました。卒論生

はこういうトピックが大好きですね。今後もこの 

二つのトピックを軸に研究を進めていきたいです。

私は高校生の時から陸上競技の短距離走を専門として始め、

大学まで競技部に所属しておりました。大学院生時代は陸上競

技に関わることはほとんどなく、家と研究室を往復する日々で

したが、現在の大学に着任した時に陸上競技部の監督を務める

ことになりました。本務ではないのですが、大好きな陸上競技

に関わることができ、貴重な経験をさせていただいております。

現場での指導が楽しくなりすぎて研究に支障が出てはいけない

ので、そこは注意をしているつもりです…。ですが、現場に出

てみると、「あぁ、こういう研究もアリなのかな」「こういう

ことを調べてみたいな」など新たなアイディアが浮かんでくる

こともあります。これまでとは異なる視点で研究ができるかも

しれないと思えるようにもなりました。
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また、現場に出ることである

種の息抜きになったりメリハリ

がついたことで、本務も頑張る

ことができている気がします。

健康の保持増進の重要性を年々

痛感させられている気がします。

これからも、自分のペースで

研究に邁進していきたいと思い

ます。
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